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  (百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第３四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第３四半期 15,936 5.7 190 △37.3 200 △32.6 140 △46.8 

30年３月期第３四半期 15,072 6.3 303 402.2 297 － 263 － 
 
（注）包括利益 31年３月期第３四半期 △152 百万円 （－％）   30年３月期第３四半期 471 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第３四半期 40.15 － 

30年３月期第３四半期 75.40 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年３月期第３四半期 22,755 11,162 49.1 3,188.75 

30年３月期 23,266 11,490 49.4 3,282.20 
 
（参考）自己資本 31年３月期第３四半期 11,162 百万円   30年３月期 11,490 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 25.00 － 25.00 50.00 

31年３月期 － 25.00 －     

31年３月期（予想）       25.00 50.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 
 
３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 21,400 5.1 330 3.8 310 0.1 270 1.3 77.12 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 
  



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  -社  （社名）－、除外  -社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

(注)詳細は、四半期決算短信（添付資料）7ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財

務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期３Ｑ 3,502,859 株 30年３月期 3,502,859 株 

②  期末自己株式数 31年３月期３Ｑ 2,168 株 30年３月期 2,122 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期３Ｑ 3,500,723 株 30年３月期３Ｑ 3,500,992 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）2ページ「１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続き、自然災害の影響が一巡して設

備投資や個人消費が持ち直しの動きを見せるなど緩やかな回復基調で推移しました。一方、米中貿易摩擦の深刻化

や地政学的リスクの増大、株価の変動などが懸念され、先行き不透明な状況となっております。 

 当社グループが属する自動車業界におきましては、国内需要は軽自動車を中心に堅調に推移しました。海外では

成長を続けてきた中国の需要が減少に転じ、米国は自動車全体の需要は堅調ながら乗用車が減少傾向となっていま

す。 

 このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画GT300に基づき、日本・中国・ASEAN・北米の四極グロー

バルで自動車部品供給体制確立に向けて取り組んでおります。 

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は、国内および北米の自動車部品売上高の増加等によ

り15,936百万円（前年同四半期比5.7％増）、営業利益は、中国の需要減の影響や北米での量産車種増加に伴う先

行費用増等により190百万円（前年同四半期比37.3％減）となりました。なお、先行費用による影響は、第3四半期

以降限定的となっております。経常利益は、200百万円（前年同四半期比32.6％減）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は、140百万円（前年同四半期比46.8％減）となりました。 

 

 セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

① 自動車部品

 売上高は14,624百万円（前年同四半期比5.8％増）、セグメント利益は139百万円（前年同四半期比45.3％減）

となりました。

② 住宅 

 売上高は1,296百万円（前年同四半期比5.1％増）、セグメント利益は48百万円（前年同四半期比3.8％増）と

なりました。

③ その他 

 売上高は15百万円（前年同四半期比17.7％増）、セグメント利益は2百万円（前年同四半期比8.7％増）となり

ました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は22,755百万円（前連結会計年度末比510百万円減）となりまし

た。

 このうち流動資産は、10,133百万円（前連結会計年度末比871百万円減）となりました。これは主に原材料及び

貯蔵品が163百万円増加した一方、現金及び預金が1,058百万円減少したこと等によるものです。

 固定資産は、12,621百万円（前連結会計年度末比361百万円増）となりました。これは主に建設仮勘定が148百万

円、機械装置及び運搬具（純額）が101百万円それぞれ増加したこと等によるものです。

（負債） 

 当第３四半期連結会計期間末における負債は11,592百万円（前連結会計年度末比183百万円減）となりました。

 このうち流動負債は7,955百万円（前連結会計年度末比569百万円減）となりました。これは主に短期借入金が

274百万円増加した一方、１年内返済予定の長期借入金が576百万円減少したこと等によるものです。

 固定負債は、3,637百万円（前連結会計年度末比385百万円増）となりました。これは主に長期借入金が454百万

円増加したこと等によるものです。

（純資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産は11,162百万円（前連結会計年度末比327百万円減）となりまし

た。これは主にその他有価証券評価差額金が175百万円、為替換算調整勘定が132百万円それぞれ減少したこと等に

よるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 現時点における通期の業績予想につきましては、平成30年５月10日に公表しました業績予想と変更はありませ

ん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,526,528 2,468,103 

受取手形及び売掛金 4,450,087 4,481,060 

電子記録債権 767,179 887,257 

有価証券 199,960 － 

商品及び製品 1,198,727 1,281,706 

原材料及び貯蔵品 608,992 772,022 

その他 254,079 243,614 

流動資産合計 11,005,554 10,133,764 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,812,239 2,730,474 

機械装置及び運搬具（純額） 1,869,041 1,970,932 

工具、器具及び備品（純額） 762,692 858,549 

土地 2,292,622 2,311,659 

リース資産（純額） 115,894 101,800 

建設仮勘定 1,319,578 1,467,772 

有形固定資産合計 9,172,070 9,441,191 

無形固定資産 456,587 412,483 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,212,723 1,274,938 

繰延税金資産 917,189 985,465 

保険積立金 113,673 119,422 

その他 407,117 407,378 

貸倒引当金 △18,803 △19,177 

投資その他の資産合計 2,631,899 2,768,027 

固定資産合計 12,260,557 12,621,702 

資産合計 23,266,111 22,755,467 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,390,456 4,402,933 

短期借入金 1,865,402 2,140,050 

1年内返済予定の長期借入金 1,164,137 587,706 

リース債務 36,097 42,963 

未払法人税等 97,096 46,199 

賞与引当金 188,944 114,103 

役員賞与引当金 2,387 － 

その他 780,100 621,649 

流動負債合計 8,524,622 7,955,606 

固定負債    

長期借入金 1,277,738 1,732,695 

リース債務 93,683 69,634 

退職給付に係る負債 1,811,540 1,763,249 

長期未払金 14,010 14,010 

その他 54,403 57,444 

固定負債合計 3,251,375 3,637,033 

負債合計 11,775,997 11,592,639 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,167,399 2,167,399 

資本剰余金 2,377,042 2,377,042 

利益剰余金 6,132,582 6,098,103 

自己株式 △2,549 △2,602 

株主資本合計 10,674,473 10,639,942 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 214,133 38,937 

為替換算調整勘定 657,189 524,219 

退職給付に係る調整累計額 △55,682 △40,272 

その他の包括利益累計額合計 815,640 522,885 

純資産合計 11,490,114 11,162,827 

負債純資産合計 23,266,111 22,755,467 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

売上高 15,072,189 15,936,070 

売上原価 12,651,948 13,548,882 

売上総利益 2,420,240 2,387,187 

販売費及び一般管理費 2,116,385 2,196,684 

営業利益 303,855 190,503 

営業外収益    

受取利息 4,038 4,409 

受取配当金 39,619 31,974 

受取賃貸料 3,869 3,732 

その他 9,820 40,544 

営業外収益合計 57,348 80,660 

営業外費用    

支払利息 36,696 57,969 

支払手数料 7,819 6,910 

為替差損 13,722 － 

その他 5,554 5,824 

営業外費用合計 63,792 70,705 

経常利益 297,411 200,458 

特別利益    

投資有価証券売却益 71,879 2,122 

特別利益合計 71,879 2,122 

特別損失    

固定資産除却損 17,987 6,290 

減損損失 1,776 1,068 

特別損失合計 19,764 7,359 

税金等調整前四半期純利益 349,526 195,221 

法人税等 85,543 54,663 

四半期純利益 263,983 140,557 

親会社株主に帰属する四半期純利益 263,983 140,557 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

四半期純利益 263,983 140,557 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 184,312 △175,195 

為替換算調整勘定 8,459 △132,969 

退職給付に係る調整額 14,712 15,410 

その他の包括利益合計 207,484 △292,755 

四半期包括利益 471,467 △152,197 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 471,467 △152,197 

 

- 6 -



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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